
２．排水区域 「排水区域は総括図表示のとおり」

（備考） 面積 約1,194ha（うち大平処理区約910ha

上平田処理区約48ha、鵜住居処理区約237ha）

４．その他の施設

「区域は計画図表示のとおり」

変更理由

　効率的な下水道整備を実施するため、下水道計画を見直したことにより、区域面積を変
更するもの。また、復興計画の確定に伴い、汐立排水ポンプ場の敷地面積を変更するも
の。

　面積　約2,400m
2

釜石都市計画下水道の変更（釜石市決定）

　都市計画釜石公共下水道「２．排水区域」及び「４．その他の施設」を次のように変更する。

汐立排水ポンプ場 釜石市只越町一丁目

内　　　　　訳 位　　　　　置 備　　　　　　　考



変更理由書

１． 大平処理区

１） 排水区域の変更（削除）

２） 汐立排水ポンプ場面積変更（約2,200m
2
 → 約2,400m

2
）

２． 上平田処理区：0.35ha追加

３． 鵜住居処理区：35.40ha追加（田郷地区）

　本市では、昭和32年に、市中心部にあたる釜石、中妻、鈴子、松原及び嬉石の5地区にお
いて浸水防除を主目的とした公共下水道事業に着手して以来、数度の事業計画変更を経
て、昭和53年には大平処下水処理場の供用開始、昭和52年には上平田下水処理場の供用
開始を行い、現在、鵜住居下水処理場の建設工事を行っているところである。

　農業集落排水施設の接続にあたり、中間地点である田郷地区は今後の土地利用が見
込まれることから排水区域に追加するものである。

　平成28年度に「釜石公共下水道アクションプラン」を策定し、公共下水道接続検討並
びに下水道への接続に関わるアンケート調査を行い、下水道事業実施が可能な地区を
下水道区域として残し、それ以外の地区は浄化槽事業での水洗化を行う方針とした。

　よって、浄化槽整備事業地区へと移行した区域を、今回、排水区域から削除するものと
する。

　現計画は、平成25年度に決定した面積であり、震災後の復興計画（津波復興拠点整
備事業）が確定していない状況にあった中で算定した面積であった。今回、事業内容が
確定し、用地境界及び周辺道路線形が確定されたことに伴い、敷地面積の変更を行うも
のである。

　現在、区域外流入として扱っていた区域 0.35haを排水区域に追加するものである。

　この地区は、鵜住居処理区の西側に位置し、その上流部には「栗林地区農業集落排
水施設」が稼働中である。

　釜石公共下水道アクションプランにより、この農業集落排水施設を公共下水道鵜住居
処理区に接続させ、一体的に処理を行っていく方針とした。
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